
佐

　藤

　正

　信

　十
月
一
日
は
、「
法
の
日
」
で
あ
る
。「
司
法
記
念
日
」
と
さ
れ
て
い
た
戦
前
の
陪
審
法

の
施
行
日
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社

会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
と
し
て
「
法
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た
。
時
は

流
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
、
国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
が
施
行
さ
れ
、
令
和

四
年
に
は
、
成
年
年
齢
の
引
下
げ
に
伴
い
、
裁
判
員
候
補
者
の
年
齢
の
下
限
も
十
八
歳
に

な
っ
た
。

　戦
後
八
十
年
の
本
年
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
は
、
憲
法
九
十
七
条
が
「
こ
の

憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努

力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
定
め
て
い
る
と
お
り
、
個
人
の
自
由
、
人
権
は
、
現
代
の
自
由
競
争
社
会
に
お
い
て
も

幾
多
の
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
中
で
現
在
も
絶
え

な
い
戦
禍
の
も
と
で
個
人
の
自
由
や
生
存
す
る
権
利
す
ら
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　個
人
的
な
悩
み
や
生
き
方
を
共
同
体
の
在
り
方
と
共
に
考
え
、
よ
り
よ
い
社
会
の
か
た

ち
を
求
め
た
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
個
人
に
「
自
由
」
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
共
通

ル
ー
ル
が
法
で
あ
り
、
法
の
根
拠
は
自
由
の
相
互
承
認
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
学
習
指

導
要
領
に
「
法
教
育
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
も
、
社
会
の
中
で
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
上
で
、
法
や
ル
ー
ル
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
自
由
で

公
正
な
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
指
向
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
先
人
か
ら
多
年
に

わ
た
る
努
力
の
成
果
と
し
て
託
さ
れ
た
法
の
支
配
す
る
自
由
で
公
正
な
社
会
を
、
現
在
及

び
将
来
の
世
代
に
託
し
て
い
く
た
め
に
も
、
社
会
全
般
に
お
い
て
、
自
由
や
法
の
理
解
が

深
め
ら
れ
、
個
人
と
個
人
、
そ
し
て
社
会
を
つ
な
い
で
い
く
尊
い
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
。

「
法
の
日
」
に
寄
せ
て

静
岡
家
庭
裁
判
所
長

「用宗漁港まつり」

保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

配
属
区
変
更

（
八
月
一
日
）

　　（
北
多
摩
北
（
東
京
）
→
下
田
）

山

　下

　勝

　幸

死
亡

（
八
月
二
十
三
日
）

 

（
沼

　
　
　津
）

　土

　屋

　
　
　悟

（
九
月
七
日
）

（
静
岡
市
駿
河
）

　櫻

　井

　知

　世

（
令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
）

　（
沼

　
　
　津
）

　石

　川

　寬

　康

死
亡
者
叙
位
・
叙
勲
（
敬
称
略
）

　来
た
る
令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
）、

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中
ホ
ー
ル
・
大
地
に
お

い
て
、
令
和
七
年
度
静
岡
県
更
生
保
護

顕
彰
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
静
岡
市
駿
河
区
が
開
催
当
番
地

区
と
な
り
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
時

　令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
）

　
　
　午
後
一
時
三
十
分
開
式

場
所

　グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

　中
ホ
ー
ル
・

大
地

静
岡
市
駿
河
区
東
静
岡
二
丁
目

三
番
一
号

◎
更
生
保
護
大
会
及
び
顕
彰
式
典
の
実

施
方
法
に
つ
い
て

　令
和
二
年
二
月
の
静
岡
県
保
護
司
会

連
合
会
常
任
理
事
会
に
お
け
る
議
決
を

も
っ
て
、
実
施
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
方
法
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

★
五
年
に
一
回
、
更
生
保
護
大
会
を
開

催
。
開
催
地
区
は
、
西
部
、
中
部
（
静

岡
市
内
三
区
の
地
区
会
は
除
く
）、
東

部
の
順
転
と
す
る
（
次
回
開
催
は
令

和
十
一
年
、
開
催
地
区
は
中
部
と
な

る
予
定
で
す
）。

★
更
生
保
護
大
会
以
外
の
四
年
間
は
、

静
岡
市
に
お
い
て
、
更
生
保
護
大
会

よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
た
更
生
保
護

顕
彰
式
典
を
開
催
。
開
催
当
番
地
区

は
、
静
岡
市
葵
区
、
清
水
区
、
駿
河

区
の
順
転
と
す
る
。

令
和
七
年
度

静
岡
県
更
生
保
護
顕
彰
式
典

令
和
七
年
度

静
岡
県
更
生
保
護
顕
彰
式
典

　沼
津
地
区
保
護
司
会
で
は
概
ね
八
月

下
旬
の
日
曜
日
に
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
支
部
持
ち
回

り
で
標
記
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
は
清
水
町
支
部
、
今
年
は
長

泉
支
部
と
い
う
具
合
だ
。
時
に
県
警
音

楽
隊
が
、
時
に
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
が
、
あ
る

い
は
地
元
の
グ
ル
ー
プ
が
演
奏
し
た
り

し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。

　コ
ン
サ
ー
ト
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。

第
一
回
は
二
〇
一
一
年
。
コ
ロ
ナ
禍
で

三
回
の
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
ビ
ラ
配
り
等
の
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
主
だ
っ
た
社
明
運
動
を
よ

り
効
果
的
に
と
い
う
発
想
か
ら
起
ち
上

が
り
、
組
織
的
に
も
翌
年
に
社
明
部
が

組
織
さ
れ
て
こ
れ
を
担
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
保
護
司
及
び
そ
の
活
動
へ
の

理
解
普
及
を
図
っ
た
り
、
犯
罪
防
止
や

オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
被
害
防
止
を
訴
え

た
り
で
、
要
す
る
に
、
そ
こ
に
集
う
多

く
の
市
民
等
へ
の
社
明
運
動
の
趣
旨
を

広
め
る
一
貫
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　本
年
は
、
八
月
二
十
四
日
に
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
長
泉
を
会
場
に
開
催
。
長
泉

中
七
十
七
名
の
大
編
成
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
に
、
知
徳
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
会
場
は
ぎ
っ

し
り
。
満
席
だ
っ
た
。
当
然
で
あ
る
。

出
演
の
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
親
御
さ

ん
や
祖
父
母
等
が
演
奏
を
楽
し
み
に

や
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
会
場
は
膨
れ
上

が
る
。
こ
の
満
席
の
会
場
で
三
井
会
長

が
保
護
司
や
そ
の
活
動
の
意
義
を
述
べ
、

大
倉
統
括
保
護
観
察
官
は
更
生
保
護
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
終

わ
り
は
知
徳
高
校
の
奏
で
る
「
ふ
る
さ

と
」
の
斉
唱
で
会
場
は
一
体
と
な
っ
た
。

毎
回
の
こ
と
だ
が
、
受
付
周
辺
の
ロ
ビ
ー

に
薬
物
対
策
、
更
生
保
護
パ
ネ
ル
を
展

示
。
保
護
司
活
動
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
周
知
の
機
会
と
し
て
い
る
。

沼
津
地
区
保
護
司
会

沼
津
地
区
保
護
司
会

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
長
泉
」

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
長
泉
」
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第 75 回“社会を明るくする運動”
～各地の思い出～

～イエローライトアップ～

社明運動の一環として行われた

「音楽鑑賞会」（掛川市） 

静岡駅に出現した
ホゴちゃん

（静岡市葵区）

下校中の小学生に
ごあいさつ

（静岡市駿河区）

地域のあいさつ運動（浜松市） 

市内のデパートで社明広報（島田市） 

ラジオを通して社明広報（浜松市） 

例年、松坂屋静岡

店様には懸垂幕の

掲示を、静岡県庁

前には立看板の設

置をお願いしており

ます。第７５回も写

真のとおり協力して

いただきました！ 

～静岡県推進委員会～

松坂屋静岡店 静岡県庁前

～ Jリーグ～

焼津市公認マスコットキャラクター
「やいちゃん」

清水エスパルス ジュビロ磐田

アスルクラロ沼津 藤枝MYFC

今年度も県内各地

のみなさまにご協力

いただいて、計１４ヶ

所で“イエローライト

アップ”が行われま

した。 

いつもありがとうご

ざいます。 

県内４つの J リーグク

ラブチームには、ホー

ムゲームでの CM 放映

やポスターの掲出に御

協力いただきました！ 

焼津も黄色く

光りました

（3）　　  第 559 号 静　岡　県　更　生　保　護 令和７年10月１日 第 559 号　　  （2）静　岡　県　更　生　保　護令和７年10月１日
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西
豆
地
区
保
護
司
会

　角
屋

　守
男

保
護
司
歴

　約
十
六
年

①
私
の
所
属
す
る
西
豆
地
区
保
護
司
会
は

地
域
の
特
性
も
あ
り
、「
保
護
観
察
」

や
「
生
活
環
境
調
整
」
と
い
っ
た
保

護
司
本
来
の
活
動
を
経
験
す
る
機
会

は
少
な
い
わ
け
で
す
が
、
研
修
等
を

通
し
て
先
輩
保
護
司
の
体
験
談
等
を

聞
く
中
で
、
対
象
者
へ
の
接
し
方
等

自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

②
本
年
度
か
ら
会
長
と
い
う
立
場
に
な

り
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
保
護

司
会
運
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
整

理
し
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
交
流
す

る
機
会
を
増
や
し
、
使
命
感
に
基
づ

い
た
活
気
あ
る
保
護
司
会
運
営
を
め

ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
自
主
研
修
は
、
下
田
警
察
署
職
員
の

「
管
内
の
犯
罪
状
況
」、
下
田
保
健
所

職
員
の
「
違
法
薬
物
に
つ
い
て
」
の

講
話
や
退
任
さ
れ
た
先
輩
保
護
司
と

の
座
談
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視

察
研
修
は
、
甲
府
、
長
野
、
府
中
、
市
原
、

笠
松
等
の
刑
務
所
や
名
古
屋
地
方
裁

判
所
、
静
岡
ダ
ル
ク
等
の
施
設
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

④「
運
営
助
成
会
費
」
の
集
金
方
法
に
つ

い
て
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
三
島

地
区
が
回
答
）

静
岡
市
駿
河
区
保
護
司
会

　杉
山

　君
子

保
護
司
歴

　約
十
一
年

①
こ
れ
ま
で
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
事

は
、
青
少
年
の
対
象
者
の
ほ
と
ん
ど

が
、
素
直
な
子
だ
と
感
じ
た
事
で
す
。

　し
か
し
、
家
庭
環
境
や
友
人
関
係
な

ど
で
、
自
分
の
気
持
ち
意
見
な
ど
が

言
え
ず
、
犯
罪
に
加
担
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
る
事
で
す
。

②
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
護
司
が
年
々

減
少
の
中
事
業
を
し
て
い
く
に
は
、

参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
事
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
静
岡
市
は
中
学
校
区
で
選
出
さ
れ
、

各
校
区
ご
と
に
活
動
し
、
か
つ
保
護

司
会
の
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　各
中
学
校
ご
と
に
保
護
司
適
任
者
を

見
つ
け
出
す
こ
と
を
基
本
に
、
自
治

会
等
の
機
関
に
対
し
て
保
護
司
適
任

者
の
推
薦
者
を
お
願
い
し
て
新
任
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
物
価
高
の
中
、
保
護
司
予
算
の
減
少

を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
ま
す
か
。

よ
い
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
焼
津

地
区
が
回
答
）

東
小
笠
地
区
保
護
司
会

　柏
原

　貞
夫

保
護
司
歴

　約
十
年

①
外
国
籍
の
対
象
者
の
生
活
環
境
の
調

整
を
担
当
し
ま
し
た
。
退
去
強
制
に

な
る
可
能
性
が
高
い
ケ
ー
ス
と
の
こ

と
で
し
た
。
満
期
ま
で
あ
と
半
年
を

切
っ
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仮

釈
放
の
あ
と
入
管
に
移
送
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
と
主
任
官
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
後
本
人
は
入
管
に
移
さ

れ
ま
し
た
が
、
退
去
強
制
が
決
ま
っ

た
の
か
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
数
か
月
後
、
主
任
官
か
ら
対
象

者
は
既
に
仮
放
免
に
な
り
引
受
人
の

も
と
に
帰
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
満
期
ま
で

短
い
期
間
だ
っ
た
の
で
、
結
局
保
護

観
察
は
主
任
官
が
担
当
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
情
報
の
な
い
中
で
気
を
揉

み
ま
し
た
。

②
保
護
司
の
後
継
者
で
す
が
、
男
性
の

な
り
手
を
探
す
の
も
大
変
な
と
こ
ろ
、

女
性
は
更
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
保
護
司

へ
の
理
解
を
深
め
て
貰
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
解
除
な
ど
の
良
好
措
置
は
、
改
善
更

生
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
一
定
期

間
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

保
護
司
会
と
し
て
特
に
そ
の
後
の
対

応
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
退
任
す
る
保
護
司
の
後
任
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方

法
・
手
段
で
適
任
者
の
確
保
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
掛
川

市
地
区
が
回
答
）

　第
五
四
七
号
か
ら
、「
保

護
司
の
声
を
聽
く
」
の
連
載

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
企
画

で
は
、
各
地
区
の
保
護
司
さ

ん
に
様
々
な
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

質
問
の
一
部
は
、
前
号
の
保

護
司
さ
ん
か
ら
の
質
問
と

な
っ
て
お
り
、
リ
レ
ー
形
式

で
質
問
と
回
答
が
続
い
て
い

ま
す
。
県
内
で
活
動
す
る
保

護
司
さ
ん
の
多
様
な
経
験
や

取
組
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

質
問

①
こ
れ
ま
で
の
保
護
司
活
動
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②
今
後
の
保
護
司
活
動
で
、
や
っ
て

み
た
い
、
ま
た
は
力
を
入
れ
た
い

取
組
は
何
で
す
か
。

③（
下
田
か
ら
西
豆
）
自
主
研
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
視

察
研
修
会
の
内
容
や
場
所
等
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　（
静
岡
市
葵
か
ら
静
岡
市
駿
河
）
組

織
と
し
て
保
護
司
会
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
会

員
の
参
加
や
新
任
の
確
保
の
方
法

な
ど
知
り
た
い
で
す
。

　（
湖
西
か
ら
東
小
笠
）
良
好
解
除
と

な
っ
た
対
象
者
に
、
保
護
司
会
と

し
て
何
か
し
て
い
ま
す
か
？

④
他
の
保
護
司
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
は
何
で
す
か

保護司の声を聽く
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　七
月
九
日
、
暑
さ
の
厳
し
い
中
を
ケ

ニ
ア
か
ら
の
視
察
団
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
昼
食
を
焼
津
に
て
と
の
依
頼
で
舟

小
屋
に
て
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
役
所
近
く
に
あ
る
サ
ポ
セ
ン
「
ひ

ま
わ
り
」
ま
で
案
内
し
ま
し
た
。
予
定

の
時
間
よ
り
懇
談
の
開
始
が
大
幅
に
遅

れ
十
分
な
交
流
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
。
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　交
流
会
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
沿
革
と
概
要
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、

女
性
保
護
司
に
よ
る
和
菓
子
と
抹
茶
の

呈
茶
で
の
お
も
て
な
し
。
ケ
ニ
ア
側
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
の
意
見
交
換
。

最
後
に
全
員
で
の
写
真
撮
影
で
は
、
言

語
の
違
い
も
国
の
違
い
も
超
え
た
心
の

触
れ
合
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
友
人

と
別
れ
る
よ
う
に
名
残
惜
し
く
手
を
大

き
く
振
っ
て
の
お
見
送
り
の
時
に
は
、

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ケ
ニ

ア
か
ら
の
お
客
様
を
精
一
杯
お
も
て
な
し

で
き
た
充
実
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　昨
年
の
七
月
に
市
役
所
近
く
に
念
願

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
所
す
る
こ

と
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
外
国
か
ら
の

お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
迎
え
す

る
準
備
に
は
時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま

し
た
。
が
、
そ
れ
以
上
の
収
穫
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
以
前
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
た
、
焼
津
地
区
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
当
日
は
法
務
省
で
英
訳
し
て

も
ら
っ
た
英
訳
版
を
お
渡
し
で
き
ま
し

た
。
ま
た
ケ
ニ
ア
か
ら
の
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
出
さ
れ
た
提
案
の

う
ち
、
抹
茶
を
立
て
呈
茶
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
準
備
も
当
日
の
作
業

も
心
を
尽
く
し
て
女
性
保
護
司
で
務
め

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
間
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
と
な
り
、
か
つ
日
本
の
文

化
に
触
れ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　後
日
の
保
護
観
察
所
か
ら
の
メ
ー
ル

で
、
ケ
ニ
ア
の
次
官
が
日
本
の
訪
問
の

中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
焼
津

地
区
保
護
司
と
の
交
流
を
上
げ
て
下

さ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
の
心
が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
何
よ
り
の
労
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
息
の
長
い
支
援
」
特
集

焼
津
地
区
保
護
司
会

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

　伊
東

　広
子

「
ケ
ニ
ア
視
察
団
を
焼
津
地
区
に
迎
え
て
」

「
再
犯
防
止
相
談
支
援
事
業
」
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

静
岡
県
保
護
司
会
連
合
会

　本
年
度
か
ら
、
再
犯
防
止
と
息
の
長

い
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
静

岡
県
か
ら
当
保
護
司
会
連
合
会
に
対
す

る
委
託
事
業
と
し
て
、
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
「
再
犯
防
止
相

談
支
援
事
業
」
で
す
が
、
こ
の
制
度
は
、

原
則
と
し
て
、
保
護
観
察
を
終
え
て
六

か
月
以
内
の
人
た
ち
の
う
ち
相
談
支
援

を
希
望
し
、
担
当
保
護
司
の
方
も
相
談

支
援
に
同
意
し
た
場
合
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　ま
た
、
相
談
支
援
の
頻
度
は
、
原
則

と
し
て
、
一
か
月
に
一
回
と
し
て
、
最

長
六
か
月
ま
で
と
し
、
一
月
当
た
り
の

支
援
金
は
、
五
千
円
で
四
半
期
ご
と
の

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
担

当
保
護
司
の
方
か
ら
は
、「
相
談
支
援
申

請
書
」
及
び
「
支
援
金
口
座
振
込
依
頼

書
」
の
ほ
か
、
相
談
支
援
を
実
施
し
た

日
の
翌
月
五
日
ま
で
に
「
相
談
支
援
実

施
報
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　現
時
点
で
三
名
の
保
護
司
の
方
か
ら

申
請
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
罪
の
償

い
に
関
す
る
こ
と
や
職
場
内
の
人
間
関

係
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相

談
・
指
導
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
、
保
護
司
の
方
々
に
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
静
岡
県

に
お
け
る
再
犯
防
止
と
息
の
長
い
支
援

に
必
ず
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　静
岡
県
保
護
司
会
連
合
会
事
務
局

　
　（
静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
番
四
五
号
）

　
　電

　話

　０
５
４（
２
５
１
）２
３
４
６

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
５
４（
６
６
９
）７
６
４
４

「
地
域
援
助
」
に
つ
い
て

　静
岡
保
護
観
察
所

　首
席
保
護
観
察
官

　近
藤

　大
介

　令
和
五
年
一
二
月
か
ら
「
息
の
長
い
」

社
会
復
帰
支
援
の
促
進
の
た
め
、「
地
域

援
助
」
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
保
護
観
察
の
対
象
者
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
更
生
保
護
に
関
す

る
専
門
的
知
識
を
活
用
し
た
援
助
を
行

う
も
の
で
す
。
制
度
の
開
始
以
来
こ
れ

ま
で
に
も
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
た

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
か
ら
の
相

談
や
、
地
域
の
支
援
機
関
か
ら
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
令
和
七
年
度
か
ら
は
、
静
岡
県
の
事
業

と
し
て
、「
再
犯
防
止
相
談
支
援
事
業
」

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
事

業
は
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
た
人
が
、

保
護
観
察
期
間
中
終
了
後
も
、
引
き
続

き
保
護
司
等
に
よ
る
相
談
を
し
た
い
場

合
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
援
助
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
期
間
の
長

短
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
重
層
的
な
支
援

体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
に
お
け
る
再
犯
防
止
や
、
立
ち
直
り

の
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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西
豆
地
区
保
護
司
会

　角
屋

　守
男

保
護
司
歴

　約
十
六
年

①
私
の
所
属
す
る
西
豆
地
区
保
護
司
会
は

地
域
の
特
性
も
あ
り
、「
保
護
観
察
」

や
「
生
活
環
境
調
整
」
と
い
っ
た
保

護
司
本
来
の
活
動
を
経
験
す
る
機
会

は
少
な
い
わ
け
で
す
が
、
研
修
等
を

通
し
て
先
輩
保
護
司
の
体
験
談
等
を

聞
く
中
で
、
対
象
者
へ
の
接
し
方
等

自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

②
本
年
度
か
ら
会
長
と
い
う
立
場
に
な

り
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
保
護

司
会
運
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
整

理
し
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
交
流
す

る
機
会
を
増
や
し
、
使
命
感
に
基
づ

い
た
活
気
あ
る
保
護
司
会
運
営
を
め

ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
自
主
研
修
は
、
下
田
警
察
署
職
員
の

「
管
内
の
犯
罪
状
況
」、
下
田
保
健
所

職
員
の
「
違
法
薬
物
に
つ
い
て
」
の

講
話
や
退
任
さ
れ
た
先
輩
保
護
司
と

の
座
談
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視

察
研
修
は
、
甲
府
、
長
野
、
府
中
、
市
原
、

笠
松
等
の
刑
務
所
や
名
古
屋
地
方
裁

判
所
、
静
岡
ダ
ル
ク
等
の
施
設
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

④「
運
営
助
成
会
費
」
の
集
金
方
法
に
つ

い
て
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
三
島

地
区
が
回
答
）

静
岡
市
駿
河
区
保
護
司
会

　杉
山

　君
子

保
護
司
歴

　約
十
一
年

①
こ
れ
ま
で
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
事

は
、
青
少
年
の
対
象
者
の
ほ
と
ん
ど

が
、
素
直
な
子
だ
と
感
じ
た
事
で
す
。

　し
か
し
、
家
庭
環
境
や
友
人
関
係
な

ど
で
、
自
分
の
気
持
ち
意
見
な
ど
が

言
え
ず
、
犯
罪
に
加
担
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
る
事
で
す
。

②
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
護
司
が
年
々

減
少
の
中
事
業
を
し
て
い
く
に
は
、

参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
事
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
静
岡
市
は
中
学
校
区
で
選
出
さ
れ
、

各
校
区
ご
と
に
活
動
し
、
か
つ
保
護

司
会
の
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　各
中
学
校
ご
と
に
保
護
司
適
任
者
を

見
つ
け
出
す
こ
と
を
基
本
に
、
自
治

会
等
の
機
関
に
対
し
て
保
護
司
適
任

者
の
推
薦
者
を
お
願
い
し
て
新
任
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
物
価
高
の
中
、
保
護
司
予
算
の
減
少

を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
ま
す
か
。

よ
い
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
焼
津

地
区
が
回
答
）

東
小
笠
地
区
保
護
司
会

　柏
原

　貞
夫

保
護
司
歴

　約
十
年

①
外
国
籍
の
対
象
者
の
生
活
環
境
の
調

整
を
担
当
し
ま
し
た
。
退
去
強
制
に

な
る
可
能
性
が
高
い
ケ
ー
ス
と
の
こ

と
で
し
た
。
満
期
ま
で
あ
と
半
年
を

切
っ
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仮

釈
放
の
あ
と
入
管
に
移
送
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
と
主
任
官
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
後
本
人
は
入
管
に
移
さ

れ
ま
し
た
が
、
退
去
強
制
が
決
ま
っ

た
の
か
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
数
か
月
後
、
主
任
官
か
ら
対
象

者
は
既
に
仮
放
免
に
な
り
引
受
人
の

も
と
に
帰
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
満
期
ま
で

短
い
期
間
だ
っ
た
の
で
、
結
局
保
護

観
察
は
主
任
官
が
担
当
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
情
報
の
な
い
中
で
気
を
揉

み
ま
し
た
。

②
保
護
司
の
後
継
者
で
す
が
、
男
性
の

な
り
手
を
探
す
の
も
大
変
な
と
こ
ろ
、

女
性
は
更
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
保
護
司

へ
の
理
解
を
深
め
て
貰
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
解
除
な
ど
の
良
好
措
置
は
、
改
善
更

生
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
一
定
期

間
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

保
護
司
会
と
し
て
特
に
そ
の
後
の
対

応
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
退
任
す
る
保
護
司
の
後
任
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方

法
・
手
段
で
適
任
者
の
確
保
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

（
④
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
掛
川

市
地
区
が
回
答
）

　第
五
四
七
号
か
ら
、「
保

護
司
の
声
を
聽
く
」
の
連
載

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
企
画

で
は
、
各
地
区
の
保
護
司
さ

ん
に
様
々
な
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

質
問
の
一
部
は
、
前
号
の
保

護
司
さ
ん
か
ら
の
質
問
と

な
っ
て
お
り
、
リ
レ
ー
形
式

で
質
問
と
回
答
が
続
い
て
い

ま
す
。
県
内
で
活
動
す
る
保

護
司
さ
ん
の
多
様
な
経
験
や

取
組
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

質
問

①
こ
れ
ま
で
の
保
護
司
活
動
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②
今
後
の
保
護
司
活
動
で
、
や
っ
て

み
た
い
、
ま
た
は
力
を
入
れ
た
い

取
組
は
何
で
す
か
。

③（
下
田
か
ら
西
豆
）
自
主
研
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
視

察
研
修
会
の
内
容
や
場
所
等
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　（
静
岡
市
葵
か
ら
静
岡
市
駿
河
）
組

織
と
し
て
保
護
司
会
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
会

員
の
参
加
や
新
任
の
確
保
の
方
法

な
ど
知
り
た
い
で
す
。

　（
湖
西
か
ら
東
小
笠
）
良
好
解
除
と

な
っ
た
対
象
者
に
、
保
護
司
会
と

し
て
何
か
し
て
い
ま
す
か
？

④
他
の
保
護
司
に
聞
い
て
み
た
い
こ

と
は
何
で
す
か

保護司の声を聽く
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　七
月
九
日
、
暑
さ
の
厳
し
い
中
を
ケ

ニ
ア
か
ら
の
視
察
団
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
昼
食
を
焼
津
に
て
と
の
依
頼
で
舟

小
屋
に
て
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
役
所
近
く
に
あ
る
サ
ポ
セ
ン
「
ひ

ま
わ
り
」
ま
で
案
内
し
ま
し
た
。
予
定

の
時
間
よ
り
懇
談
の
開
始
が
大
幅
に
遅

れ
十
分
な
交
流
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
。
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　交
流
会
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
沿
革
と
概
要
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、

女
性
保
護
司
に
よ
る
和
菓
子
と
抹
茶
の

呈
茶
で
の
お
も
て
な
し
。
ケ
ニ
ア
側
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
の
意
見
交
換
。

最
後
に
全
員
で
の
写
真
撮
影
で
は
、
言

語
の
違
い
も
国
の
違
い
も
超
え
た
心
の

触
れ
合
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
友
人

と
別
れ
る
よ
う
に
名
残
惜
し
く
手
を
大

き
く
振
っ
て
の
お
見
送
り
の
時
に
は
、

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ケ
ニ

ア
か
ら
の
お
客
様
を
精
一
杯
お
も
て
な
し

で
き
た
充
実
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　昨
年
の
七
月
に
市
役
所
近
く
に
念
願

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
所
す
る
こ

と
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
外
国
か
ら
の

お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
迎
え
す

る
準
備
に
は
時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま

し
た
。
が
、
そ
れ
以
上
の
収
穫
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
以
前
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
た
、
焼
津
地
区
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
当
日
は
法
務
省
で
英
訳
し
て

も
ら
っ
た
英
訳
版
を
お
渡
し
で
き
ま
し

た
。
ま
た
ケ
ニ
ア
か
ら
の
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
出
さ
れ
た
提
案
の

う
ち
、
抹
茶
を
立
て
呈
茶
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
準
備
も
当
日
の
作
業

も
心
を
尽
く
し
て
女
性
保
護
司
で
務
め

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
間
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
と
な
り
、
か
つ
日
本
の
文

化
に
触
れ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　後
日
の
保
護
観
察
所
か
ら
の
メ
ー
ル

で
、
ケ
ニ
ア
の
次
官
が
日
本
の
訪
問
の

中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
焼
津

地
区
保
護
司
と
の
交
流
を
上
げ
て
下

さ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
の
心
が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
何
よ
り
の
労
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
息
の
長
い
支
援
」
特
集

焼
津
地
区
保
護
司
会

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

　伊
東

　広
子

「
ケ
ニ
ア
視
察
団
を
焼
津
地
区
に
迎
え
て
」

「
再
犯
防
止
相
談
支
援
事
業
」
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

静
岡
県
保
護
司
会
連
合
会

　本
年
度
か
ら
、
再
犯
防
止
と
息
の
長

い
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
静

岡
県
か
ら
当
保
護
司
会
連
合
会
に
対
す

る
委
託
事
業
と
し
て
、
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
「
再
犯
防
止
相

談
支
援
事
業
」
で
す
が
、
こ
の
制
度
は
、

原
則
と
し
て
、
保
護
観
察
を
終
え
て
六

か
月
以
内
の
人
た
ち
の
う
ち
相
談
支
援

を
希
望
し
、
担
当
保
護
司
の
方
も
相
談

支
援
に
同
意
し
た
場
合
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　ま
た
、
相
談
支
援
の
頻
度
は
、
原
則

と
し
て
、
一
か
月
に
一
回
と
し
て
、
最

長
六
か
月
ま
で
と
し
、
一
月
当
た
り
の

支
援
金
は
、
五
千
円
で
四
半
期
ご
と
の

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
担

当
保
護
司
の
方
か
ら
は
、「
相
談
支
援
申

請
書
」
及
び
「
支
援
金
口
座
振
込
依
頼

書
」
の
ほ
か
、
相
談
支
援
を
実
施
し
た

日
の
翌
月
五
日
ま
で
に
「
相
談
支
援
実

施
報
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　現
時
点
で
三
名
の
保
護
司
の
方
か
ら

申
請
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
罪
の
償

い
に
関
す
る
こ
と
や
職
場
内
の
人
間
関

係
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相

談
・
指
導
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
、
保
護
司
の
方
々
に
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
静
岡
県

に
お
け
る
再
犯
防
止
と
息
の
長
い
支
援

に
必
ず
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　静
岡
県
保
護
司
会
連
合
会
事
務
局

　
　（
静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
番
四
五
号
）

　
　電

　話

　０
５
４（
２
５
１
）２
３
４
６

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
５
４（
６
６
９
）７
６
４
４

「
地
域
援
助
」
に
つ
い
て

　静
岡
保
護
観
察
所

　首
席
保
護
観
察
官

　近
藤

　大
介

　令
和
五
年
一
二
月
か
ら
「
息
の
長
い
」

社
会
復
帰
支
援
の
促
進
の
た
め
、「
地
域

援
助
」
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
保
護
観
察
の
対
象
者
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
更
生
保
護
に
関
す

る
専
門
的
知
識
を
活
用
し
た
援
助
を
行

う
も
の
で
す
。
制
度
の
開
始
以
来
こ
れ

ま
で
に
も
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
た

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
か
ら
の
相

談
や
、
地
域
の
支
援
機
関
か
ら
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
令
和
七
年
度
か
ら
は
、
静
岡
県
の
事
業

と
し
て
、「
再
犯
防
止
相
談
支
援
事
業
」

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
事

業
は
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
た
人
が
、

保
護
観
察
期
間
中
終
了
後
も
、
引
き
続

き
保
護
司
等
に
よ
る
相
談
を
し
た
い
場

合
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
援
助
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
期
間
の
長

短
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
重
層
的
な
支
援

体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
に
お
け
る
再
犯
防
止
や
、
立
ち
直
り

の
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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佐

　藤

　正

　信

　十
月
一
日
は
、「
法
の
日
」
で
あ
る
。「
司
法
記
念
日
」
と
さ
れ
て
い
た
戦
前
の
陪
審
法

の
施
行
日
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社

会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
と
し
て
「
法
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た
。
時
は

流
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
、
国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
が
施
行
さ
れ
、
令
和

四
年
に
は
、
成
年
年
齢
の
引
下
げ
に
伴
い
、
裁
判
員
候
補
者
の
年
齢
の
下
限
も
十
八
歳
に

な
っ
た
。

　戦
後
八
十
年
の
本
年
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
は
、
憲
法
九
十
七
条
が
「
こ
の

憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努

力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
定
め
て
い
る
と
お
り
、
個
人
の
自
由
、
人
権
は
、
現
代
の
自
由
競
争
社
会
に
お
い
て
も

幾
多
の
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
中
で
現
在
も
絶
え

な
い
戦
禍
の
も
と
で
個
人
の
自
由
や
生
存
す
る
権
利
す
ら
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　個
人
的
な
悩
み
や
生
き
方
を
共
同
体
の
在
り
方
と
共
に
考
え
、
よ
り
よ
い
社
会
の
か
た

ち
を
求
め
た
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
個
人
に
「
自
由
」
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
共
通

ル
ー
ル
が
法
で
あ
り
、
法
の
根
拠
は
自
由
の
相
互
承
認
に
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
学
習
指

導
要
領
に
「
法
教
育
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
も
、
社
会
の
中
で
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
上
で
、
法
や
ル
ー
ル
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
自
由
で

公
正
な
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
指
向
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
先
人
か
ら
多
年
に

わ
た
る
努
力
の
成
果
と
し
て
託
さ
れ
た
法
の
支
配
す
る
自
由
で
公
正
な
社
会
を
、
現
在
及

び
将
来
の
世
代
に
託
し
て
い
く
た
め
に
も
、
社
会
全
般
に
お
い
て
、
自
由
や
法
の
理
解
が

深
め
ら
れ
、
個
人
と
個
人
、
そ
し
て
社
会
を
つ
な
い
で
い
く
尊
い
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
。

「
法
の
日
」
に
寄
せ
て

静
岡
家
庭
裁
判
所
長

「用宗漁港まつり」

保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

配
属
区
変
更

（
八
月
一
日
）

　　（
北
多
摩
北
（
東
京
）
→
下
田
）

山

　下

　勝

　幸

死
亡

（
八
月
二
十
三
日
）

 

（
沼

　
　
　津
）

　土

　屋

　
　
　悟

（
九
月
七
日
）

（
静
岡
市
駿
河
）

　櫻

　井

　知

　世

（
令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
）

　（
沼

　
　
　津
）

　石

　川

　寬

　康

死
亡
者
叙
位
・
叙
勲
（
敬
称
略
）

　来
た
る
令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
）、

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中
ホ
ー
ル
・
大
地
に
お

い
て
、
令
和
七
年
度
静
岡
県
更
生
保
護

顕
彰
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
静
岡
市
駿
河
区
が
開
催
当
番
地

区
と
な
り
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
時

　令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
）

　
　
　午
後
一
時
三
十
分
開
式

場
所

　グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

　中
ホ
ー
ル
・

大
地

静
岡
市
駿
河
区
東
静
岡
二
丁
目

三
番
一
号

◎
更
生
保
護
大
会
及
び
顕
彰
式
典
の
実

施
方
法
に
つ
い
て

　令
和
二
年
二
月
の
静
岡
県
保
護
司
会

連
合
会
常
任
理
事
会
に
お
け
る
議
決
を

も
っ
て
、
実
施
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
方
法
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

★
五
年
に
一
回
、
更
生
保
護
大
会
を
開

催
。
開
催
地
区
は
、
西
部
、
中
部
（
静

岡
市
内
三
区
の
地
区
会
は
除
く
）、
東

部
の
順
転
と
す
る
（
次
回
開
催
は
令

和
十
一
年
、
開
催
地
区
は
中
部
と
な

る
予
定
で
す
）。

★
更
生
保
護
大
会
以
外
の
四
年
間
は
、

静
岡
市
に
お
い
て
、
更
生
保
護
大
会

よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
た
更
生
保
護

顕
彰
式
典
を
開
催
。
開
催
当
番
地
区

は
、
静
岡
市
葵
区
、
清
水
区
、
駿
河

区
の
順
転
と
す
る
。

令
和
七
年
度

静
岡
県
更
生
保
護
顕
彰
式
典

令
和
七
年
度

静
岡
県
更
生
保
護
顕
彰
式
典

　沼
津
地
区
保
護
司
会
で
は
概
ね
八
月

下
旬
の
日
曜
日
に
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
支
部
持
ち
回

り
で
標
記
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
は
清
水
町
支
部
、
今
年
は
長

泉
支
部
と
い
う
具
合
だ
。
時
に
県
警
音

楽
隊
が
、
時
に
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
が
、
あ
る

い
は
地
元
の
グ
ル
ー
プ
が
演
奏
し
た
り

し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。

　コ
ン
サ
ー
ト
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。

第
一
回
は
二
〇
一
一
年
。
コ
ロ
ナ
禍
で

三
回
の
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
ビ
ラ
配
り
等
の
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
主
だ
っ
た
社
明
運
動
を
よ

り
効
果
的
に
と
い
う
発
想
か
ら
起
ち
上

が
り
、
組
織
的
に
も
翌
年
に
社
明
部
が

組
織
さ
れ
て
こ
れ
を
担
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
保
護
司
及
び
そ
の
活
動
へ
の

理
解
普
及
を
図
っ
た
り
、
犯
罪
防
止
や

オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
被
害
防
止
を
訴
え

た
り
で
、
要
す
る
に
、
そ
こ
に
集
う
多

く
の
市
民
等
へ
の
社
明
運
動
の
趣
旨
を

広
め
る
一
貫
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　本
年
は
、
八
月
二
十
四
日
に
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
長
泉
を
会
場
に
開
催
。
長
泉

中
七
十
七
名
の
大
編
成
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
に
、
知
徳
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
会
場
は
ぎ
っ

し
り
。
満
席
だ
っ
た
。
当
然
で
あ
る
。

出
演
の
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
親
御
さ

ん
や
祖
父
母
等
が
演
奏
を
楽
し
み
に

や
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
会
場
は
膨
れ
上

が
る
。
こ
の
満
席
の
会
場
で
三
井
会
長

が
保
護
司
や
そ
の
活
動
の
意
義
を
述
べ
、

大
倉
統
括
保
護
観
察
官
は
更
生
保
護
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
終

わ
り
は
知
徳
高
校
の
奏
で
る
「
ふ
る
さ

と
」
の
斉
唱
で
会
場
は
一
体
と
な
っ
た
。

毎
回
の
こ
と
だ
が
、
受
付
周
辺
の
ロ
ビ
ー

に
薬
物
対
策
、
更
生
保
護
パ
ネ
ル
を
展

示
。
保
護
司
活
動
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
周
知
の
機
会
と
し
て
い
る
。

沼
津
地
区
保
護
司
会

沼
津
地
区
保
護
司
会

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
長
泉
」

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
長
泉
」
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